
国民生活センターの在り方の見直しに係るタスクフォースについて 
 
 

平成 22年 12月 24日 

消費者庁 

 

１．趣旨 

「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」（以下「基本方針」とい

う。）の閣議決定（平成 22年 12月７日）を受け、独立行政法人国民生活セン

ター（以下「センター」という。）の在り方の見直しについて検討を行う。 

 

２．主な検討事項及びスケジュール 

(1) 「基本方針」で示された考え方を踏まえて、センターの機能ごとに地方

自治体や民間における実施状況を整理しつつ論点整理を行う。 

(2) その上で、 

① 消費者庁へ「一元化」可能な機能、 

② 民間へ移行可能な機能、 

③ それ以外の機能の在り方及び担い手、 

等について検討を行う。 

(3) 検討に際しては、随時、機能ごとに有識者等と意見交換を実施する。 

(4) また、来春を目途に「中間整理」をまとめ、これについて広く意見を伺

う（「公開ヒアリング」を実施）。 

(5) その後、行政刷新会議での独立行政法人制度改革の検討状況を踏まえ、

上記③の担い手及び法人の在り方について最終的な検討を行う。 

(6) 平成 23年夏を目途に、検討結果の取りまとめを行う。 

 

３．構成メンバー 

 ・座 長        福嶋 浩彦  消費者庁長官 
 ・副 座 長        野々山 宏  国民生活センター理事長 
 ・メンバー 

（消費者庁）     松田 敏明  次長 
          井内 正敏  総務課長 

    林  俊行  地方協力課長 

   （国民生活センター） 古畑 欣也  理事 

         

              山形  裕  理事 
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「国民生活センターの在り方の見直しにタスクフォース」における 

検討状況及び当面のスケジュール 

 

 

 

１．検討状況 

 

  昨年 12月 24日に第１回会合、本年１月 28日に第２回会合を開催し、

論点設定及び論点についての消費者庁、国民生活センター双方の考え

方を一通り提示。 

  これを基に、当面は国民生活センターの現行の機能ごとに、有識者

も交え意見交換を行う予定。 

 ※第２回会合より、インターネットでの動画配信を行うとともに、消

費者庁ホームページ上で意見募集を開始。 

 

 

２．当面の予定 

 

＜機能別検討＞ 

 

○第３回ＴＦ ２月１６日（水） 

相談、研修、ＡＤＲ 

 

○第４回ＴＦ ３月上旬 

  商品テスト 

 

○第５回ＴＦ ３月下旬 

  情報収集・分析・提供、広報等 

 

 

＜中間取りまとめ、公開ヒアリング等＞ 

 

  ４月以降、ＴＦにおいて「中間整理案」を議論。 

  その後、「中間整理」をもとに、「公開ヒアリング」及びパブリック 

コメントを実施。 
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